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像
す
る
こ
と
も
困
難
で
す
。
当
時

の
貴
重
な
記
録
を
収
め
た
フ
ィ
ル

ム
の
多
く
は
、
行
く
あ
て
な
く
処

分
さ
れ
る
か
、
た
ん
す
の
肥
し
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
活
用
し
、

「
地
域
映
画
」
の
制
作
に
取
組
む
団

体
が
「
ま
つ
も
と
フ
ィ
ル
ム
コ
モ

ン
ズ
」
で
す
。
大
学
生
か
ら
80
代

ま
で
幅
広
い
世
代
の
市
民
が
活
動

に
参
加
し
て
お
り
、
制
作
活
動
、

地
域
映
画
の
上
映
や
座
談
会
を
通

し
て
交
流
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
１
時
間
ほ
ど
の
地
域

映
画
を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
松
本

で
撮
影
さ
れ
た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

を
広
く
市
民
に
募
集
し
ま
し
た
。

現
在
、
３
４
５
本
の
フ
ィ
ル
ム
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、

撮
影
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
映

画
の
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
使
用
す
る
音
源
の

録
音
も
行
い
、
２
月
の
上
映
会
に

向
け
編
集
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

監
督
の
三
好
大
輔
さ
ん
は
「
過

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
が
つ
な
ぐ
松
本
の
歴
史

去
と
現
在
、
未
来
を
つ
な
ぐ
こ
と

が
で
き
る
点
が
地
域
映
画
の
魅
力
。

映
像
を
見
る
こ
と
で
自
身
の
記
憶

を
呼
び
起
こ
す
機
会
に
な
る
」
と

話
し
ま
す
。
一
本
の
８
ミ
リ
フ
ィ

ル
ム
に
収
め
ら
れ
た
映
像
は
、
わ

ず
か
３
分
ほ
ど
の
短
い
映
像
で
す

が
、
そ
こ
に
は
古
き
良
き
松
本
の

姿
と
、
そ
こ
に
住
む
人
々
の
息
遣

い
が
映
像
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
映
像
を
見
て
学
び
、

見
た
人
同
士
で
語
り
合
う
な
か

で
、
未
来
へ
と
記
憶
を
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
を
使
え
ば
簡
単
に
撮
影

が
で
き
る
時
代
で
は
あ
り
ま
す
が
、

映
像
が
持
つ
力
を
今
一
度
、
見
つ

め
直
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や

Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
普
及
す
る
以
前
に
、
８

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
と
呼
ば
れ
る
映
像

記
録
媒
体
が
あ
っ
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
か
。
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム

の
多
く
が
、「
ホ
ー
ム
ム
ー
ビ
ー
」

と
呼
ば
れ
る
家
庭
の
記
録
で
あ
り
、

子
ど
も
の
頃
の
思
い
出
が
８
ミ
リ

フ
ィ
ル
ム
に
収
め
ら
れ
て
い
る
方

も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
は
、
１
９
６

０
年
代
半
ば
か
ら
１
９
８
０
年
代

に
か
け
て
一
般
に
普
及
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
製
造
販
売
は
２
０
１
２

年
に
一
旦
は
終
了
し
、
現
在
は
手

に
入
れ
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
現

地
域
映
画
と
し
て
残
す

時
代
を
つ
な
ぐ
役
割

８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
と
は

か
つ
て
松
本
の
地
で
生
き
た
人
々
の
記
憶
を
つ
な
い
で
い
く
こ
と

は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
重
要
な
務
め
で
す
。
思
い
出
が
詰
ま
っ

た
８
ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
を
集
め
、
地
域
映
画
を
制
作
す
る
取
組
み
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
媛
」

ペ
タ
ン
ク
競
技
の
長
野
県
代
表
に
な
り
ま
し
た
。

監督と事務局を担う三好さん夫婦

今は貴重になった 8ミリフィルム

　

10
月
22
日
に
伊
那
市
で
行
わ

れ
た
「
2
0
2
2
信
州
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
大
会
」
ペ

タ
ン
ク
の
部
に
中
央
地
区
か
ら
出

場
し
た
の
は
３
チ
ー
ム
、
そ
の
中

の
Ｃ
チ
ー
ム
（
高
野
和
子
・
藤
森

典
人
・
山
本
文
彦
）
3
名
が
見
事

優
勝
し
、
全
国
大
会
へ
の
切
符
を

手
に
入
れ
ま
し
た
。

　

中
央
地
区
の
ペ
タ
ン
ク
チ
ー
ム

は
令
和
元
年
と
令
和
4
年
に
行

わ
れ
た
「
松
本
市
高
齢
者
ペ
タ
ン

ク
大
会
」
で
も
優
勝
し
て
お
り
、

実
績
も
着
実
に
重
ね
て
い
ま
す
。

　

優
勝
チ
ー
ム
の
高
野
和
子
さ
ん

は
「
全
国
大
会
で
採
用
さ
れ
る

ル
ー
ル
を
学
ん
で
い
る
。
メ
ン

バ
ー
11
人
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
、

毎
回
試
合
形
式
で
の
練
習
も
し
て

い
る
。
目
標
は
ま
ず
は
1
勝
し
た

い
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
媛
2
0

2
3
」
は
令
和
5
年
10
月
に
行
わ

れ
ま
す
。
60
歳
以
上
の
幅
広
い
方

が
参
加
で
き
る
10
種
目
の
競
技

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

ペ
タ
ン
ク
の
県
代
表
に

わ
が
ま
ち
自
慢
（
中
央
地
区
）

月に 2回の全員練習（蚕糸記念公園グランド）

ペタンク競技のルール
（室内版・今回の競技ルールとは異なります）

【提供：（公財）日本レクリエーション協会】

「まつもと日和」
完成上映会
開始時間

場所

2月25日（土）
13:30 ・ 17:00

Mウイング6階
※入場無料／各回先着順

2月26日（日）
10:00 ・ 14:00 ・ 19:00

動画は
こちら

地域映画
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未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い
第38回公民館研究集会　令和4年度地域づくり市民活動研究集会

●期日 2月19日(日)
●テーマ 未来を切り拓く学びと自治 ～ポストコロナにおける地域再生～

●会場 松本市中央公民館（Ｍウイング）
※第８分科会のみ、坊主山クラインガルテンクラブハウス

■基調講演・対談

東北大学大学院教育学研究科　准教授　石井山 竜平 氏講　師

松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ学科　准教授　向井 健 氏聞き手

事務局

「未来に託せる地域を目指す人々の学びと取り組み」

日　程

内　容

9：00
受付

9：30～9:55
開会式

10:00～12:00
全体会（基調講演・対談）

12:00～13:00
休憩・昼食

13:00～16:30
分科会

■分科会

子どもたちの生きる力を高めるために ～地域を舞台とした体験・学びから見えるもの～

松本の伝統行事を次世代につなげよう！ ～ぼんぼんと青山様・三九郎～

「地域行事」って必要なの？ ～現代における地域行事は今～

顔が見える関係づくり ～気軽に使える町内公民館～

誰もが安心して暮らせる地域を目指して！！ ～地域包括ケア・生活支援体制整備～

地域防災を進めるために必要なこと ～地域づくりの視点から考える～

ワカモノ×地域＝賑わす ～若い世代の地域参加を考えよう～

中山間地域の持続可能な地域づくり ～奈川・四賀の事例から考える～

第1分科会

第2分科会

第3分科会

第4分科会

第5分科会

第6分科会

第7分科会

第8分科会

テーマ

【主催】松本市・松本市教育委員会・松本市地域づくり研究連絡会
【主管】未来へつなぐ私たちのまちづくりの集い実行委員会

参加申込方法　　　　　　　　２月１０日（金）までに、必要事項（氏名/住所/電話番号/参加を希望する分科会/手話・要
約筆記・託児保育の必要の有無）を専用フォームもしくは最寄りの地区公民館・集会事務局（中央公民館）
へ電子メール、電話、ＦＡＸ、窓口でお申込みください。

松本市教育委員会　生涯学習課・中央公民館（Ｍウイング）
〒390-0811　松本市中央1丁目18-1　TEL 0263-32-1132／FAX 0263-37-1157
E-mail:gakushu@city.matsumoto.lg.jp

３
年
ぶ
り
の
長
距
離

ド
ラ
イ
ブ
を
し
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
遠
ざ
か
っ
て
い
た

日
常
が
よ
う
や
く
元

に
戻
り
始
め
て
い
る

よ
う
な
雰
囲
気
に
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い

る
▼
今
回
は
40
年
来
の
友
人
達
と

群
馬
で
再
会
し
、
コ
ロ
ナ
で
の
び

の
び
に
な
っ
て
い
た
宿
泊
場
所
の

設
立
記
念
の
品
物
も
渡
し
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
年
１

回
は
顔
を
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

無
事
を
確
認
し
て
い
た
が
、
こ
の

３
年
間
は
お
互
い
に
自
粛
し
て
い

た
。
片
道
３
時
間
で
２
０
０
キ
ロ

の
移
動
が
ま
だ
無
事
に
で
き
る
か

な
と
ふ
と
思
っ
て
い
る
自
分
が
い

た
。
そ
ろ
そ
ろ
微
妙
に
体
力
も
落

ち
て
き
て
い
る
の
が
自
分
で
も
認

識
で
き
る
年
代
に
か
か
っ
て
き
て

い
て
、
内
心
心
配
で
は
あ
っ
た
が

な
ん
と
か
無
事
に
往
復
し
て
来
れ

た
▼
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
人
達

の
容
姿
は
、
そ
れ
な
り
に
歳
を
重

ね
て
い
た
。
次
回
は
み
ん
な
の
出

会
い
の
原
点
に
な
る
場
所
で
再
会

す
る
計
画
を
し
て
き
た
▼
い
つ
も

の
よ
う
に
お
お
よ
そ
の
時
期
は
、

秋
ご
ろ
が
良
い
と
決
め
た
が
、
日

時
は
幹
事
が
検
討
し
て
か
ら
連
絡

す
る
と
い
う
こ
と
だ
。
久
し
ぶ
り

の
遠
出
と
再
会
を
な
ん
と
か
楽
し

ん
で
く
る
こ
と
が
で
き
た
。

申込フォーム
二次元コード

ホームページ
二次元コード

松 本 市 公 民 館 報 【全市版】⑤ 2023（令和５）年　1　月　30　日（月）



　

沙い
さ
ご

田だ

神
社
は
酉
と
卯
の
年
に

御
柱
祭
が
行
わ
れ
ま
す
（
諏
訪
大

社
の
翌
年
）。
正し
ょ
う

行ぎ
ょ
う

寺じ

に
は
源
氏

の
武
将
佐さ

さ々

木き

高た
か

綱つ
な（
了
智
上
人
）

の
墓
が
あ
り
、
そ
の
子
孫
と
い
わ

れ
る
乃の

木ぎ

希ま
れ

典す
け

大
将
が
詣も
う

で
ま

し
た
。
近
く
に
乃
木
殿で
ん
（
石
塔
）

が
建
て
ら
れ
、
乃
木
橋
な
ど
に
も

名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

津
島
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

社し
ゃ

の
、
子
ど
も

の
裸
祭
り
は
県
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぼ
ん
ぼ
ん

と
青
山
様
、
荒
井
観
音
堂
の
八
日

念
仏
や
団
子
投
げ
、
道
祖
神
の
彩

色
な
ど
民
俗
行
事
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
活
動
は
、
今
後

も
実
施
で
き
る
方
法
を
探
り
な
が

ら
、
新
し
い
も
の
も
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
６
６
８
６
人
（
世
帯
数
２

９
１
１
）、
長
野
自
動
車
道
松
本

Ｉ
Ｃ
、
長
野
県
合
同
庁
舎
、
松
本

市
歴
史
の
里
、
長
野
県
松
本
筑
摩

高
等
学
校
、
松
本
市
立
高
綱
中
学

校
・
島
立
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

停
滞
し
て
い
ま
し
た
が
、
子
ど
も

を
取
り
巻
く
活
動
は
徐
々
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
食
堂
か
ら
発
展
し
た

「
ゆ
い
ま
〜
る
子
ど
も
ひ
ろ
ば
」

は
松
本
大
学
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
共
催
で
月
に
一
度
、
学
習
支

援
と
遊
び
の
居
場
所
を
提
供
し
ま

す
。
住
民
の
代
表
と
育
成
会
で
運

営
す
る
「
森も
り
・
杜も
り

探た
ん

検け
ん

隊た
い

」
は
子

ど
も
た
ち
に
自
然
を
体
験
さ
せ
る

活
動
で
す
。「
寺
子
屋
島
立
未
来

塾
」
は
一
年
を
通
し
て
の
稲
作
体

験
や
、
長
期
休
み
の
学
習
支
援
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
区
名
は
、
１
３
４
７
年
（
貞じ
ょ
う

和わ

３
年
）
４
月
に
足あ
し

利か
が

尊た
か

氏う
じ

か
ら

小お

笠が
さ

原わ
ら

定さ
だ

宗む
ね

に
あ
て
た
下く
だ
し

文ぶ
み

に

「
島
立
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

西
に
向
か
う
野
麦
街
道
（
飛
騨

道
）、
北
に
向
か
う
千
国
街
道
・

仁
科
街
道
が
地
区
内
を
通
過
し
て

お
り
、
越
中
富
山
や
糸
魚
川
な
ど

と
の
交
易
の
重
要
拠
点
で
し
た
。

　

古
く
は
縄
文
の
遺
跡
が
あ
り
、

高
速
道
路
工
事
に
伴
う
発
掘
調

査
で
は
、
奈
良
・
平
安
時
代
の

複
合
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
左さ

波は

理り

椀わ
ん
（
銅
合
金
の
椀
）

や
釉ゆ
う

薬や
く

の
か
か
っ
た
焼
物
が
出
土

し
、
身
分
の
高
い
人
が
住
ん
で
い

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

松本平の野鳥たち

１２月１日（木）～令和５年２月２８日（火）午後６
時から９時　毎日開催。昨年に引き続き開催する
冬のイベント。松本城のレーザーマッピングを中心
に、各商店街や大型商業施設が連携し、松本のま
ちを明るく彩るイルミネーション。

32

表紙について

西
の
玄
関
口

そ
れ
は
昔
か
ら

次
世
代
に
伝
え
る

（撮影　2022.12.9　松本城）

全長１７㎝　アトリ・ヒワの仲間で、雪の似合う赤い鳥
（オス）として人気が高い。日本では冬鳥として本州中
部以北に渡来するが、数はそれほど多くなく、アルプス公
園でも稀に見かける程度。萩の実などを好んで食べる。
「ピィーッ　ピィーッ」「ピィッ」などの短い声を出す。

オオマシコ （2023.1 大峰高原　写真提供：信州野鳥の会）

島
立
地
区

松本ウインター
イルミネーション

奈
良
井
川
の
西
側
に
位
置
し
、
東
部
は
商
業
地
域
、
南
部
・
西
部
に

は
田
園
地
帯
が
広
が
り
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ト
マ
ト
の
生
産
が
有
名
で
す
。

森・杜探検隊ヤマメのつかみ取り

発掘調査見学会の様子は
公民館島立版
令和4年9月号、11月号で
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晩秋の朝

嶋立学校銀杏

神降地初冬

南
栗
町
会
花
壇
優
秀
賞
受
賞

上
條 

貴
志
子

シリーズシリーズ

御
柱波田の鷺沢山に鎮座

する奥社

さぎさわやま

【
四
之
柱
・
堀
米
町
会
】

　

10
月
30
日（
日
）に
堀
米
町
会
御

柱
中
老
会
発
足
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。今
回
の
中
老
対
象
者
は
、昭
和

41
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
52
年
4

月
1
日
ま
で
の
46
歳
か
ら
56
歳
と

な
り
、約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

発
足
会
は
、
堀
米
中
老
会
会
長

で
あ
る
吉
澤
正
喜
氏
の
挨
拶
に
始

ま
り
、
総
代
三
役
、

中
老
会
役
員
の
紹
介

が
行
わ
れ
、
続
い
て

参
加
者
か
ら
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

【
仮
見
立
て
】

　

11
月
5
日
（
土
）
に
は
全
て
の

御
柱
の
仮
見
立
て
が
行
わ
れ
、
御

柱
総
代
、氏
子
総
代
、青
年
、中
老

の
役
員
が
御
柱
候
補
木
を
点
検
し

ま
し
た
。
最

終
的
に
御
柱

と
し
て
決
定

さ
れ
ま
す
。

【
根
出
し
と
根
倒
し
】

　
「
根
出
し
」
と
は
、
ご
神
木
の

切
り
出
し
行
事
で
あ
る「
根
倒
し
」

を
行
う
た
め
に
、
御
柱
の
根
元
を

掘
り
下
げ
る
作
業
で
す
。

　

根
倒
し
で
は
、
神
官
の
儀
式
の

あ
と
に
斧
入
れ
を
行
い
、
切
り
倒

し
て
整
え
ら

れ
た
ご
神
木

に
木
遣
り
を

捧
げ
ま
す
。

【
三
之
柱
・
大
庭
町
会
】

　

11
月
20
日
（
日
）

に
は
大
庭
町
会
で
采

配
作
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
16
人
が
参
加

し
、
色
と
り
ど
り

の
采
配
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

青
年
を
中
心
に
、

木
遣
り
の
練
習
も

始
ま
り
ま
し
た
。

【
三
之
柱
・
小
柴
町
会
】

　

小
柴
町
会
で
は
12
月
4
日（
日
）

に
采
配
作
り
、
12
月
18
日
（
日
）

に
木
遣
り
師
の
顔
合
わ
せ
が
あ
り

ま
し
た
。

　

采
配
作
り
に
は
、

約
40
人
が
参
加
し
、

御
柱
の
役
員
の
方
々

に
作
り
方
を
教
え
て

頂
き
な
が
ら
、
大
人

も
子
供
も
自
分
に

合
っ
た
采
配
を
作
り

ま
し
た
。

　

木
遣
り
師
の
顔

合
わ
せ
で
は
、
自
己

紹
介
の
後
、
馴
ら
し

　
「
島
立
南
栗
北
交
差
点
」
の
南
栗

町
会
花
壇
は
、
長
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
活
動
で
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
に
よ
り

令
和
２
年
で
活
動
が
停
止
と
な
り

ま
し
た
。
町
会
と
し
て
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
参
加
の
花
壇
づ
く

り
で
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
繋

げ
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、
令
和

３
年
に
再
始
動
し
ま
し
た
。

　

植
栽
は
、
初
年
度
は
町
会
・
公

民
館
役
員
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
い

ま
し
た
が
、今
年
度
は
町
会
役
員

で
縁
石
を
設
置
し
、
看
板
も
小
学

六
年
生
提
案
の

花
壇
名
「
栗
林

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー

デ
ン
」
と
新
設

し
て
、
児
童
数

名
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
を
軸
に
し
な
が
ら
、
大

人
の
協
力
と
工
夫
改
善
で
再
ス

タ
ー
ト
し
た
花
壇
づ
く
り
が
「
花

い
っ
ぱ
い
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
」
で

優
秀
賞
を
頂
き
、
喜
び
と
共
に
今

後
の
活
動
の
励
み
と
な
り
ま
し
た
。

信
号
待
ち
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
癒

し
に
な
り
、
南
栗
町
会
の
潤
い
と

な
る
花
壇
で
「
♥
い
い
ね
！
南
栗
」

を
目
指
し
て
来
春
が
楽
し
み
で
す
。

も
兼
ね
て

「
松
竹
梅
」

の
木
遣
り

を
全
員
で

練
習
し
ま

し
た
。
こ

れ
か
ら
何

回
か
練
習

を
重
ね
て
、

本
番
に
挑
み
ま
す
。

【
采
配
と
は
】

　
「
采
配
」
は
御
柱
祭
の
山
出
し

や
里
曳
き
の
際
、
氏
子
た
ち
が
力

を
合
わ
せ
て
曳
く
た
め
に
、
指
揮

者
が
音
頭
を
と
る
た
め
に
用
い
る

道
具
で
す
。
人

目
を
引
き
や
す

い
よ
う
、
大
き

く
華
や
か
に
作

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
】

結
納

　

一
之
柱
、
二
之
柱

令
和
5
年
1
月
28
日（
土
）

　

三
之
柱 

1
月
22
日（
日
）

　

四
之
柱 

1
月
21
日（
土
）

本
見
立
て 

2
月
12
日（
日
）

曳
き
綱
綯
い 

2
月
〜
3
月

根
倒
し 

3
月
4
日（
土
）

3
月
5
日（
日
）

四
方
締
め 

3
月
19
日（
日
）

山
出
し 

4
月
23
日（
日
）

里
曳
き 

9
月
24
日（
日
）

ま
さ
き

ゆ
い
の
う

ほ
ん
み
た

ひね
だ
お

し
ほ
う
が
た

や
ま
だ

さ
と
び

つ
な
な
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2023年の干支「癸卯」水墨画
勝野壽雄さん（小柴）

三の宮イルミネーション

食品ごとの塩分量（例）

塩分量食　品

カップ麺

うどん

わかめスープ

梅干し（1つ）

7.1ｇ

６.６ｇ

１.８ｇ

０.９ｇ

０.６ｇ

０.５ｇ

きゅうりの

ぬか漬け（5切れ）

鮭の切り身

(80ｇ)

血
圧
を
気
に
し
て
い
ま
す
か
？

第51回島立地区芸術文化祭・第17回島立地区福祉ひろばまつり
11月12日土～13日日

感染症対策を講じながら、ステージ発表、作品展示発表を行いました。内容の一部を写真でご紹介します。

島立小学校
ブラスバンド部

高綱中学校
吹奏楽部

こがね会
（写真）

かごサークル
（クラフト）

花の会
（フラワーアレンジメント）

音を楽しむ会
（ハーモニカ）

さわやかコーラス

パッチワークの会

俳画便り同好会

紫水会（絵手紙）墨勝会（水墨画）

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
開
催

―
福
祉
と
健
康
を
語
る
集
い
―

　

12
月
6
日
（
火
）
に
島
立
公
民

館
で
、
福
祉
ひ
ろ
ば
事
業
推
進
協

議
会
主
催
の
「
福
祉
と
健
康
を
語

る
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
健
康
づ
く
り
課
の
忠
地

美
空
保
健
師
よ
り

デ
ー
タ
に
よ
る
島
立

の
傾
向
を
説
明
い
た

だ
き
、
血
圧
は
高
め

で
心
臓
病
も
多
め
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

　

続
い
て
「
高
血
圧
を
予
防
し
て

健
や
か
な
生
活
を
」
と
題
し
て
一
之

瀬
脳
神
経
外
科
病
院
の
竹
野
美
津

子
看
護
師
か
ら
血
圧
の
仕
組
み
や

血
圧
変
化
、
高
血
圧
に
な
る
要
因
、

高
血
圧
の
弊
害
や
血
圧
を
下
げ
る

た
め
に
出
来
る
こ
と
は
何
か
な
ど

の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
同
院
の
塚
田
美
奈
子
管

理
栄
養
士
か
ら
、
食
生
活
の
面
か

ら
の
高
血
圧
予
防
を
具
体
的
に
お

話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

だ
し
を
使
っ
て
う
ま
み
で
塩
分

を
下
げ
る
、
塩
分
の
含
ま
れ
て
い

る
食
材
を
多
く
使
わ
な
い
、香
り
・

酸
味
・
辛
味
を
使
う
、
漬
物
は
大

量
に
作
ら
な
い
、
塩
分
の
あ
る
調

味
料
を
食
卓
に
出
さ
な
い
、
野
菜

を
多
く
食
べ
る
な
ど
、
減
塩
の
極

意
を
勉
強
し
ま
し
た
。

　

１
日
当
た
り
7
ｇ
ぐ
ら
い
の
塩

分
量
、
3
5
0
ｇ
の
野
菜
量
が
良

た
だ  

ち

み 　

く

た
け  

の

み　

つ

こ

つ
か  

だ

み　

な　

こ

い
そ
う
で
す
が
皆
さ
ん
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

12
月
9
日
（
金
）、
島
立
つ
ど

い
の
広
場
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
さ
ん
に
よ

る
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
手

遊
び
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
サ
ン

タ
さ
ん
が
登
場
し
、

子
ど
も
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
21
日
（
水
）
に
は
島
立
地

区
福
祉
ひ
ろ
ば
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ

ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
好
評
の

「
音
喜
楽
（
お

き
ら
く
）
ボ
ー

イ
ズ
」
さ
ん
に

よ
る
軽
快
な

ト
ー
ク
や
、

バ
イ
オ
リ
ン

と
チ
ェ
ロ
の

演
奏
を
楽
し

み
ま
し
た
。
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